
第５回 新城地域協議会 会議録（要約） 

日  時 
平成２６年８月２６日（火） 

午後７時 ～ 午後１０時 

場  所 旧新城市民体育館１階 第１会議室 

出 席 者 
委 員２２名 （欠席者１名） 

事務局 ４名 

傍聴人数  １名 

次第 

 

１．開会 

２．案内 

・地域福祉計画策定に係る住民懇談会の開催について 

３．議事 

・地域自治区予算について 

１．開会 

本日の会議成立の報告及び会議録署名委員の指名 

（伊藤委員・石野委員・牧野委員） 

２．案内 

検討に先立ち、福祉課より事務局より地域福祉計画策定に係る住民懇談会の開催

について説明を行った。 

３．議事（１） 

平成 26年度新城地域自治区予算について 

・事務局から平成 26年度地域自治区予算事業の執行状況を報告した。 

 

平成 26 年度新城地域自治区予算は、計画どおり執行された結果として約 185 万

円の執行残額がある状況となっていることについて、これをさらに活用した事業計

画を建議していくことを決定し、具体的な事業案を検討した。 

【平成 26年度新城地域自治区予算残額を活用した事業案】 

①各自主防災会活動備品等の追加整備        1,755千円 

②新城こども園の砂場保護シートの更新         34千円 

③中央こども園、城北こども園の絵本及び玩具の更新   70千円 

＜主な意見等＞  

委員 

 

 

 

 

 

平成 26 年度の予算が残り、これを活用しましょうということが先

ほど決まりましたが、その時にまず候補になるのは、予算の上限が

あるため、優先順位により候補から漏れたものについて、地域自治

区予算を使ってやるべきなのか、どうかという判断の中で、優先順

位が低くてできなかったものが今回の検討の最上位にくるのではな

いかと思います。 



会長 

 

 

 

委員 

 昨年できなかったもので、やはり必要ということであれば、今年

の議論にも出てくるはずであり、現実に、昨年出てきたものが今年

度も出てきているわけですから、一応年度替わりにおいて積み残し

はなかったという考え方もできると思います。 

 平成 25 年度に決めたことには、防災備品については、最後に金額

調整でカットしている部分もあったかと思いますので、そのときに

カットされた防災備品が最上位に来ると思います。 

３．議事（２） 

平成 27年度新城地域自治区予算事業について 

・前回、候補に挙げられた事業の事業概要、予算規模等について説明した。 

 

平成 27 年度新城地域自治区予算事業計画案は、挙げられた候補事業の必要性な

どを精査し、次のとおり決定した。 

【平成 27 年度新城地域自治区予算事業計画案】 

・地域安全灯設置費補助金の上乗せ        338 千円 

 ・地域内へのＡＥＤ設置及び救命講習       892 千円 

 ・地域人材育成事業（自主防災活動）       790 千円 

 ・地域活動交付金の補填（１団体分）       500 千円 

 ・新城中学校前道路のカラー塗装         750 千円 

 ・新城中学校弓道場の安土壁補修          42 千円 

 ・新城こども園プールサイドの屋根設置      196 千円 

 ・城北こども園積木遊具の購入          184 千円 

 ・自主防災会防災資機材等の整備         1,034 千円 

・地域内各所にベンチを整備           700 千円 

・高齢者の社会参加促進のための事業       250 千円 

 ・小中学校への楽器購入             1,574 千円 

 上記の事業実施のための予算額を再度整理したうえで、残りの予算額を大茶話会

からの提案事業に充てることとする。 

ＡＥＤ設置について 

＜主な意見等＞ 

委員 

 

委員 

 

 

委員 

 

事務局 

 ＡＥＤの設置は、リースの場合は自治区予算で 5 年間充てていく

ということで、購入の場合はそれがないということですね。 

 新城地域協議会の今後の申し合わせ事項としておいて、5 年間は

毎年自治区予算で積み上げていただいて、6 年目にはそのときに検

討してもらうということにしておけば良いと思います。 

 コンビニに設置するということですが、必要だということはわか

りますが、民間に置くことを自治区予算でやるのはいかがですか。 

 他の自治体では、市とコンビニで協定を結んでＡＥＤの普及を推



 

 

 

委員 

 

委員 

事務局 

 

 

 

委員 

事務局 

 

 

 

 

進しているところもあります。現在、各地域協議会でも検討されて

いますので、新城市も同様に協定を結んでいくということになろう

かと思います。 

 全市的に行っていくということで進めるのであれば、自治区予算

とは別枠で考えていただかないと。 

 ぜひ、全市的に広げていく努力をしていただきたい。 

 ＡＥＤの設置が目的ではなく、救急救命の講習会を実施して区民

のみなさんに広げていくという方向性の中から、全自治区も巻き込

んでいくよう、みなさんと一緒に発信していければ良いと考えてい

ます。 

 人口の割合など、設置箇所の目安のようなものはありますか。 

 6 分以内にＡＥＤを使用するということが望ましいというデータ

ありますので、人数よりも距離だと思います。そういう考え方によ

り設置を考えると 500ｍとか 300ｍとかの範囲で設置していくのが

望ましいということになりますので、徐々に増やしていくという方

向性も考えなければならないと思います。 

座れるまちとして地域内各所にベンチを整備 

＜主な意見等＞ 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 この事業自体は非常に良いと思いますが、スチール製のものでは、

錆びたりして危険が伴うので、設置者が損害賠償などの責任に問わ

れる可能性があります。最近では、強化プラスチック製のものもあ

りますので、そうした材質について考えた方が良いと思います。 

 座れるまちづくり事業ですから、これはまちづくりという概念か

ら見ると、機能性、利便性も大事ですが、景観にも配慮した方が良

いと思います。 

【終了】 


